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こども青少年局では、平成２３年度から、子どもはもちろん、保護             

者も安心して就学を迎えられるように、リーフレット「安心して入学            

を迎えるために」を作成しています。この時期、小学校では就学時健 

康診断が実施され、年長児は、入学への期待とともに、不安な気持ち 

をもち始めると言われています。そのため、子どもの育ちの様子を伝 

えるとともに、学校生活を写真で説明し、よくある質問をＱ＆Ａ形式 

でまとめています。就学時健康診断の折に、学校を通して保護者の方 

に配付していますが、各園にも送付していますので、ご活用ください。 

昨年度、教育要領・保育指針が改訂されたことを受けて、新たな 

リーフレットを作成しました。 

 
 
 

 
 
１０月２５日、第２回接続期研修会を開催しました。（新 

任児童支援専任教諭研修と共催） 
講師には、横浜市戸塚地域療育センター ぴーす東戸塚 

園長 中村 泉先生をお迎えして、「接続期における地域療

育センターの役割」についてご講演をいただきました。 

シンポジウムでは、「スタートカリキュラムによる子ども

の変容と専任の役割」を話題に進めました。 

 

＜シンポジスト＞   横浜市立浜小学校  校長       原 南実子先生 
横浜市立浜小学校  児童支援専任教諭 山口 浩樹先生 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
  

第２回 接続期研修会 

「接続期における子どもの支援」 
 

会場からの声 

○子どもたちを丁寧に受け入れてくれようとする学校側の心・気持ちがよく分かり保育園での育ちがスムーズにつ

ながって行く様子が伝わってきました。顔の見える関係の大切さをあらためて強く感じました。 
○子どもの成長は続いていくという面で、園での指導の仕方、要録等も貴重で重要な資料であることに気付くこと

ができました。 

○入学説明会でスタートカリキュラムについて話題にして取り上げることはいいと思いました。そのために、現１

年生の担任が今年度の取り組みを見直しながらスタートカリキュラムをさらに活用していけると思います。専任

としても、積極的にかかわっていきたいです。 

 

「スタートカリキュラムによる子どもの変容と専任の役割」 

入学前に、専任を中心に行っている、「子どもたちが、育ってきた環境を知る」「幼児期の学びを知る」活動を

紹介していただきました。実際に園を訪問する視点を示していただきました。また、スタートカリキュラムの様子

をくわしくお話していただき、参考になる情報がたくさんありました。 



「接続期における地域療育センターの役割」 

お話は次の３点についてでした。 

１ 地域療育センターについて 
２ 発達障害の子どもの特性 
３ ぴーす東戸塚での取組  

特に、家族支援、接続期のかかわりについて 
  
「親子共に環境変化の大きい不安な接続期に、先生方と協力

して支援しています。」と最後にまとめられました。  
 
 
 
 
 
   

 
 

 

 

 

 

 

 

 

保護者地域とともに学ぶ「幼保小連携フォーラム」 

「学びに向かう力」を育む保育・教育  

・日 時 平成３０年12 月1５日（土） 1３時～16 時 
   ・会 場 鶴見区民民センター サルビアホール（京浜急行 京急鶴見駅下車 ２分 

                          京浜東北 鶴見駅下車 ２分） 

   ・第一部：実践紹介【鳩の森愛の詩瀬谷保育園・橘幼稚園・横浜市立池上小学校】 

   ・第二部：ポスターセッション 幼保小連携推進地区２年目・３年目による取組紹介 

   ・第三部：講演会「学びに向かう力」を育む保育・教育 

國學院大學 教授 田村 学 先生  

                 申込はこちら                      

 

   「4月からすぐ使える！ スタートカリキュラム研修会」（小学校対象） 

   ・日 時 平成３１年3月２７日（水）午前：10時～12 時 午後：14時～16 時 

   ・会 場 花咲ビル（地下鉄 高島町駅徒歩１分）３０１・３０２会議室 

        ※午前と午後は同じ内容です。都合のつく時間に参加してください。 

 

※ 研修やカリキュラムの情報は、保育・教育人材課幼保小連携担当のホームページに掲載しています。 

http://www.city.yokohama.lg.jp/kodomo/jinzai/ 

連絡掲示板 

 会場からの声  

○ぴーす東戸塚の中村先生のお話では、センターに通っているお子さんに就学前の支援を計画的に行っているこ

とがよく分かりました。 
○発達障害のお子さんについてとても分かりやすかったです。特性をよく理解した上で接続期においても保護

者、子どもたち、保育士が一体となって安心できる見通しがもてる取り組みが大切であると感じました。 
○今 1 年生の担任をしているので、その子たちの顔を思い浮かべながら聞いていました。「最初によいイメージ

を与えてあげる」とても大切なことだと改めて感じました。自分の入学式がどうであったのか今となっては思

い返すことしかできませんが、「初めてがいっぱい」の 1 年生の初めの瞬間や第一歩がよいイメージとなるよ

うにこれからも取り組んでいきたいと思います。 
 
 

好評受付中 


